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「
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
史

と
留
学
生
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
本
年
度
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
社
会
知
性
開
発
研
究
セ

ン
タ
ー
／
東
ア
ジ
ア
世
界
史

研
究
セ
ン
タ
ー
∥
荒
木
敏
夫

セ
ン
タ
ー
代
表
）
が
１１
月

２１
、
２２
の
両
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
あ
わ
せ

て
３
５
０
人
が
傾
聴
し
た
。

東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ

ン
タ
ー
は
「
遣
唐
使
・
井
真

成
墓
誌
」
の
発
見
の
成
果
を

土
台
に
し
、
一
遣
唐
使
か
ら

中
国
へ
の
留
学
生
に
視
点
を

広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
東
ア

ジ
ア
世
界
史
の
な
か
で
の
人

的
交
流
の
意
味
を
位
置
づ
け

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
３

年
目
を
迎
え

た
。

今
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代

東
ア
ジ
ア
の
交
流
と
留
学

生
」
は
、
両
日
で
以
下
の
８

氏
が
講
演
。
そ
れ
ぞ
れ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

遣
隋
使
・
遣
唐
使
の
果
た
し

た
役
割
を
探
っ
た
。

▽
「
遣
唐
使
研
究
と
東
ア

ジ
ア
史
論
」
鈴
木
靖
民
・
國

學
院
大
學
教
授
▽
「
新
羅
の

遣
唐
使
と
留
学
生
」
濱
田
耕

策
・
九
州
大
学
教
授
▽
「
渤

海
の
遣
唐
使
」
酒
寄
雅
志
・

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

教
授
▽
「
遣
隋
・
遣
唐
留
学

者
と
そ
の
役
割
」
森
公
章
・

東
洋
大
学
教
授

▽
「
７
・
８
世
紀
の
長
安

の
考
古
学
」
王
維
坤
・
東
ア

ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー

客
員
研
究
員
／
西
北
大
学
国

際
文
化
交
流
学
院
副
院
長
・

教
授
▽
「『
胡
化
』『
華
化
』

と
国
際
化
」
李
浩
・
西
北
大

学
文
学
院
長
・
教
授
▽
「
唐

の
道
教
を
め
ぐ
る
朝
鮮
と
遣

唐
使
」
土
屋
昌
明
・
東
ア
ジ

ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
員
／
専
修
大
学
教
授
▽

「
遣
隋
使
・
遣
唐
使
の
も
た

ら
し
た
も
の
―
様
々
な
知
識

体
系
の
将
来
―
」
田
島
公
・

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

駐
日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
の

ヌ
ー
ル
・
ム
ハ
マ
ド
・
ジ
ャ

ド
マ
ニ
氏
を
迎
え
、
法
学
部

学
術
講
演
会
が
１１
月
２５
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
学

生
、
研
究
者
ら
１
５
０
人
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
パ
キ
ス
タ
ン

の
テ
ロ
と
の
闘
い
」
。
ジ
ャ

ド
マ
ニ
大
使
は
ま
ず
、d

e
t

e
r
m
i
n
a
t
i
o
n

と
い
う
言

葉
を
使
い
、
「
非
常
に
大
き

な
決
意
を
持
っ

て
、
パ
キ
ス
タ

ン
国
内
で
の
す

べ
て
の
政
党
、

軍
、
メ
デ

ィ

ア
、
学
者
、
市

民
社
会
が
結
束

し
て
イ
ス
ラ
ム

武
装
勢
力
掃
討

作
戦
に
臨
ん
で

い
る
」
と
語
っ

た
。
そ
の
う
え

で
、
同
国
が
テ

ロ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
背
景
や
問
題
点
と
国
際
社

会
、
特
に
日
本
へ
の
期
待
な

ど
を
語
り
、
会
場
か
ら
の
多

数
の
質
問
に
答
え
た
。
通
訳

は
、
パ
キ
ス
タ
ン
情
勢
に
詳

し
い
広
瀬
崇
子
法
学
部
教
授

が
務
め
た
。

ジ
ャ
ド
マ
ニ
大
使
は
、
国

際
テ
ロ
組
織
が
生
ま
れ
た
要

因
を
挙
げ
た
。
冷
戦
下
の
１

９
７
９
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
旧
ソ
連
軍
が
侵
攻
し
、

１０
年
に
わ
た
る
戦
闘
が
展
開

さ
れ
た
。
ソ
連
撤
退
後
、
内

戦
が
ぼ
っ
発
し
、
武
装
勢
力

タ
リ
バ
ン
が
台
頭
。

「
そ
の
要
因
は
、社
会
的
に

崩
壊
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
、
国
際
社
会
は
長
い
間『
無

関
心
』
に
よ
っ
て
看
過
し
た

こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

２
０
０
１
年
の
９
・
１１
同

時
多
発
テ
ロ
以
降
、
米
軍
に

よ
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

タ
リ
バ
ン
政
権
は
崩
壊
し
た

が
、
近
年
タ
リ
バ
ン
が
復

活
。
特
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
と
の
国
境
近
く
の
パ
キ
ス

タ
ン
北
西
部
・
連
邦
直
轄
部

族
地
域
は
、
武
装
勢
力
の
拠

点
で
あ
り
、
テ
ロ
と
の
闘
い

の
最
前
線
と
な
っ
て
い
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
武

装
勢
力
に
対
す
る
「
３
Ｄ
作

戦
」
を
展
開
。「d

i
a
l
o
g
u
e

∥
対
話
」
「d

e
t
e
r
r
e
n
c
e

∥
抑
止
」「d

e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

∥
開
発
」
の
各
段
階
か
ら
な

る
テ
ロ
と
の
闘
い
を
展
開
し

て
い
る
。

同
大
使
は
「
本
当
の�
闘

い
�
は
、he

a
r
t
s
a
n
d

m
i

n
d
s

の
精
神
で
人
々
の
心

を
と
ら
え
る
こ
と
」と
し
、同

政
府
が
２
０
０
万
人
に
の
ぼ

る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の

テ
ロ
難
民
の
救
済
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
語
っ
た
。

ま
た
、
長
時
間
に
わ
た
る

学
生
か
ら
の
質
問
に
て
い
ね

い
に
答
え
、
「
日
本
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
ソ
フ
ト
で
あ
り
ス

マ
ー
ト
で
あ
る
」
と
し
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
開
発
に
日
本
の

支
援
を
訴
え
た
。

今
か
ら
８０
年
前
、
Ｎ
Ｙ
証
券

取
引
所
で
株
価
の
大
暴
落
が
起

き
た
日
と
同
じ
１０
月
２４
日
に
、

社
会
科
学
研
究
所
（
以
下
、
社

研
）
は
、
創
立
６０
周
年
記
念
と

し
て
檀
国
大
学
と
の
第
２
回
合

同
研
究
会
を
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

・
国
際
会
議
室
で
開
催
し
た
。

３
月
に
社
研
は
１５
年
ぶ
り
に
実

態
調
査
を
韓
国
で
実
施
し
た

（
本
誌
第
４
６
３
号
既
報
）
。

同
大
学
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

問
し
、
第
１
回
の
合
同
研
究
会

を
実
施
し
た
折
、
第
２
回
の
研

究
会
を
本
学
で
開
催
す
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
、
双
方
か
ら
２
人

の
報
告
と
２
人
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
を
出
し
て
「
世
界
同
時
不

況
下
の
日
韓
経
済
・
企
業
シ
ス

テ
ム
」
の
テ
ー
マ
で
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

研
究
会
は
、
町
田

俊
彦
所
長
（
経
済
学

部
教
授
）
の
あ
い
さ

つ
の
後
、P

r
o
f
.
J

o
o

-T
a
e
,
K
i
m

に

よ
る
報
告
「S

t
o
c

k
R
e
p
u
r
c
h
a
s
e
a

n
d
C
o
r
p
o
r
a
t
e
G

o
v
e
r
n
a
n
c
e

R
e
f

o
r
m

i
n

K
o
r
e
a

A
n

A
c
t
o
r

-C
e
n
t

e
r
e
d

P
e
r
s
p
e
c
t

i
v
e

」
（
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
‥
池
本

正
純
経
営
学
教

授
）
、P

r
o
f
.
J
o

n
g

-G
o
n
,
Y
a
n
g

に
よ
る
報
告

「
韓
国
企
業
の
新
し
い
跳
躍
‥

経
営
革
新
―P

o
s
c
o

と
三
星

S
D
I

事
例
を
中
心
に
―
」
（
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
‥
佐
藤
康
一
郎

経
営
学
部
講
師
）
、
宮
嵜
晃
臣

経
済
学
部
教
授
に
よ
る
報
告

「
米
主
導
の
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本

し
ゅ
う

え
ん

主
義
の
終
焉
と
日
本
経
済
」

（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
‥P

r
o

f
.
J
a
e

-H
w
a
,
C
h
o
i

）
、
福
島

利
夫
経
済
学
部
教
授
に
よ
る
報

告
「
『
日
本
的
経
営
』
の
見
直

し
と
格
差
・
貧
困
の
諸
相
」

（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
‥P

r
o

f
.
S
a
n
g

-H
y
u
k
,
L
i
m

）
を
め

ぐ
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
第
３
回
は

来
年
度
檀
国
大
学
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
今

後
と
も
活
発
な
研
究
交
流
を
続

け
て
い
き
た
い
。

１１
月
２８
日
、
大
学
院
商
学

研
究
科
と
東
京
信
用
保
証
協

会
の
共
同
公
開
講
座
「
中
小

企
業
の
成
長
戦
略
」
が
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
経

営
者
、
学
生
な
ど
約
１
２
０

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

講
演
で
は
、
伊
藤
和
憲
商

学
部
教
授
が
「
戦

略
の
作
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
ビ
ジ

ョ
ン
と
戦
略
の
策

定
・
実
行
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
Ｂ
Ｓ

Ｃ
（
バ
ラ
ン
ス
ト
・
ス
コ
ア

カ
ー
ド
）
」
を
用
い
て
の
経

営
変
革
の
実
践
例
を
紹
介
。

ラ
ン
ス
タ
ッ
ド
㈱
代
表
締
役

社
長
の
小
泉
明
正
氏
か
ら

「
経
営
者
の
意
思
決
定
と
成

長
戦
略
」
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
上
田
和
勇
商
学
研
究
科

長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
、
伊
藤
教
授
、
小
泉
氏

に
加
え
㈱
イ
ノ
ー
バ
代
表
取

締
役
社
長
の
長
田
邦
男
氏
が

参
加
、
企
業
経
営
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
中
小
企
業

経
営
の
重
要
要
因
、
中
小
企

業
が
成
功
す
る
戦
略
の
方
向

性
な
ど
で
、
活
発
に
意
見
交

換
を
行
っ
た
∥
写
真
。

平
成
２１
年
度
旧
司
法
試
験
第
二
次
試
験
の
合
格
者

が
１１
月
１２
日
、
法
務
省
司
法
試
験
委
員
会
か
ら
発
表

さ
れ
、
本
学
か
ら
１
人
が
合
格
し
た
。

今
年
度
は
１
万
５
２
２
１
人
が
受
験
し
、
合
格
者

数
は
９２
人
だ
っ
た
（
前
年
度
１
４
４
人
）
。
合
格
率

は
０
・
６
％
。
＊
合
格
者
の
詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

１１
月
２６
日
、
金
融
庁
の
公

認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
か

ら
、
平
成
２１
年
公
認
会
計
士

試
験
の
発
表
が
あ
り
、
１２
月

３
日
現
在
、
本
学
か
ら
は
３

年
次
生
３
人
、
４
年
次
生
４

人
を
含
む
１２
人
の
合
格
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
１１
人

が
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
会
計
士
講
座
在
籍
・
出

身
者
だ
っ
た
。

＊
合
格
者
の

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

学部学科に関係なくどなたでも参加で
きます。卒業生も奮ってご参加ください。
○髙澤十四久経営学部教授
▷日時：１月７日（木）３時限▷場所：
生田１３１号教室（１号館）▷テーマ：「バ
ーナード理論と経営史―わたしの研究の
あゆみを回顧し、今思うこと―」
○ボレッタ，ウィリアム Ｌ．文学部教授
▷日時：１月７日（木）２時限▷場所：
生田１０２０１号教室（１０号館）
▷テーマ「英米 pop culuture 論Ⅰ・Ⅱ」
○林 義雄文学部教授
▷日時：１月１３日（水）３時限▷場所：
生田１０２０２号教室（１０号館）▷テーマ「日
本語の歴史資料研究」

１
９
９
７
年
に
戦
後
初
の
生

保
破
綻
が
起
き
、
４
年
間
で
７

社
が
消
え
て
い
っ
た
。
一
時
は

落
ち
着
い
た
か
に
見
え
た
が
、

２
０
０
８
年
に
は
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
、
８
社

目
が
破
綻
し
た
。

本
書
で
は
繰
り
返
さ
れ
る
生

保
危
機
を
冷
静
に
観
察
し
な
が

ら
、
生
保
会
社
が
、近
い
将
来
、

ど
の
よ
う
な
方
向
へ
向
か
っ
て

い
く
か
を
占
う
材
料
を
提
供
し

て
い
る
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
年
度
ご
と
に
発
表
さ
れ

る
主
要
生
保
の
決
算
を
客
観
的

に
な
が
め
な
が
ら
、
そ
の
年
度

の
主
要
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る

ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
る
。

厳
し
い
経
営
環
境
に
立
た
さ

れ
た
生
保
業
界
は
、
組
織
形
態

の
変
更
な
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

動
き
が
予
想
さ
れ
る
。
（
税
務

経
理
協
会
・
本
体
２
４
０
０
円

＋
税
）

著
者
（
こ
ふ
じ
・
や
す
お
）

∥
商
学
部
教
授
。
担
当
は
金
融

論
、
金
融
シ
ス
テ
ム
。

４０
年
に
お
よ
ぶ
臨
床
経
験
の

多
く
を
費
や
し
て
き
た
思
春
期

か
ら
青
年
期
と
い
う
「
子
ど
も

で
も
な
い
、
大
人
で
も
な
い
多

感
な
年
代
」
へ
の
精
神
分
析
的

心
理
療
法
の
実
際
を
ま
と
め
た

論
集
で
あ
る
。

短
期
療
法
や
家
族
療
法
、
親

子
並
行
面
接
法
な
ど
も
用
い

て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
幅
広
い
心
理

療
法
で
治
療
に
あ
た
っ
た
強
迫

性
障
害
や
、
自
閉
症
、
境
界
性

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
な
ど
の

疾
患
ベ
ー
ス
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
論
文
、
学
生
相
談
や
病
院
臨

床
と
い
っ
た
多
彩
な
臨
床
現
場

ベ
ー
ス
の
論
文
に
は
、
具
体
的

な
事
例
と
技
法
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
世
代
特
有
の
精
神
分

析
的
な
発
達
理
論
、
精
神
病
理

論
が
掲
載
さ
れ
、
初
学
者
か
ら

中
堅
の
心
理
療
法
家
に
と
っ

て
、
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
１
冊

で
あ
る
。
（
遠
見
書
房
・
本
体

３
４
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
い
ぬ
い
・
よ
し
す

け
）
∥
文
学
部
教
授
。
臨
床
心

理
士
。
担
当
は
臨
床
心
理
学
。

没
後
１７
年
、
生
誕
１
０
０
年

を
迎
え
、
今
も
多
く
の
読
者
を

魅
了
し
て
い
る
松
本
清
張
。

犯
罪
動
機
の
社
会
性
を
重
視

し
た
清
張
文
学
。
最
大
の
魅
力

は
、反
権
力
の
視
点
で
、空
し
く

歴
史
に
埋
も
れ
て
い
く
名
も
な

き
庶
民
へ
の
共
感
を
表
現
し
た

点
。
そ
の
原
点
は
時
代
の
変
化

の
中
で
も
人
々
の
心
を
と
ら
え

続
け
て
い
る
と
著
者
は
語
る
。

本
書
で
は
歴
史
小
説
、
時
代

小
説
、
現
代
小
説
、推
理
小
説
、

現
代
史
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、

古
代
史
研
究
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

優
れ
た
業
績
を
残
し
た
清
張
の

広
大
な
世
界
を
、
短
編
『
天
城

越
え
』
と
川
端
康
成
の
『
伊
豆

の
踊
子
』
の
比
較
に
始
ま
り
、

い
く
つ
も
の
名
作
に
触
れ
な
が

ら
縦
横
に
論
じ
て
い
る
。

終
章
で
は
、
未
完
の
『
神
々

の
乱
心
』
が
、
清
張
没
後
３
年

目
に
起
き
た
オ
ウ
ム
真
理
教
事

件
の
予
言
的
作
品
に
な
っ
た
可

能
性
を
記
し
て
い
る
。

（
文
藝
春
秋
・
本
体
１
５
２
４

円
＋
税
）

著
者
（
ご
ん
だ
・
ま
ん
じ
）

∥
元
文
学
部
教
授
、
ミ
ス
テ
リ

ー
文
学
資
料
館
館
長

国国
際際
シシ
ンン
ポポ「「
古古
代代
東東
アア
ジジ
アア
のの
交交
流流
とと
留留
学学
生生
」」２２
日日
間間
開開
催催

「
世
界
同
時
不
況
下
の
日
韓
経
済
・

企
業
シ
ス
テ
ム
」テ
ー
マ
に
開
催

旧
司
法
試
験
に
本
学
か
ら
１
人
合
格

東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー

決
算
か
ら
見
た

生
保
業
界
の
変
貌

檀国大学と第２回合同研究会

専修大学社会科学研究所創立６０周年記念

小
藤
康
夫
著

▲ 講演する土屋教授

本
学
か
ら
１２
人
が
合
格

在
学
生
は
７
人

▲ 有意義なディスカッションが

繰り広げられた

思
春
期
・
青
年
期
の
精

神
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ

出
会
い
と
心
理
臨
床

＜１２月１０日現在＞

乾

吉
佑
著

「「
テテ
ロロ
とと
のの
闘闘
いい
」」強強
調調

パ
キ
ス
タ
ン
の
ジ
ャ
ド
マ
ニ
駐
日
大
使
が
講
演

▲ 学生からの質問も活発だった

松
本
清
張

時
代
の
闇
を

見
つ
め
た
作
家

大
学
院
商
学
研
究
科
と

東
京
信
用
保
証
協
会
が

共
同
公
開
講
座

▲ 講演するジャドマニ大使

右は通訳の広瀬崇子教授

権
田
萬
治
著

最 終 講 義 の ご 案 内
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